
焼津市スマートシティ推進検討会

⽇時︓令和４年９⽉28⽇（水）午後３時30分~
会場︓焼津市役所４階応接室



次第 焼津市スマートシティ推進検討会

1. 開会

2. 議事
① 議題１ 焼津市スマートシティ推進検討会規約（案）について
② 議題２ 令和４年度スマートシティ推進事業の概要について
③ 議題３ 事業実施体制について

3. 講演「スマートシティを通じたWell-being 実現に向けた取組み」
講師︓浪江俊信 様（⻄⽇本電信電話株式会社）

４ 意⾒交換
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議事

＜議題１＞
焼津市スマートシティ推進検討会規約（案）
について
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（１） 焼津市スマートシティ推進検討会規約（案）

「別紙１」参照



焼津市スマートシティ推進事業について

１．事業の全体像
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� 本市は、第6次焼津市総合計画第2
期基本計画の施策横断的な基本視
点である「DXの推進」に向け、令和3年
11⽉に「焼津市DX推進計画」を策
定。

� 焼津市スマートシティ推進事業は、DX
推進計画で掲げたリーディングプロジェク
ト2「官⺠連携データ活⽤組織の構築」
の具体的な取り組み。防災、産業・観
光をはじめとする各種データの活⽤によ
る、地域課題の解決およびイノベーショ
ンによる地域活性化を目指す。

▲焼津市DX推進計画リーディングプロジェクト２「官⺠連携データ活⽤組織の構築」イメージ図

（１） 焼津市スマートシティ推進事業とは︖

焼津市スマートシティ推進事業は「官⺠連携データ活⽤組織の構築」の具体的取り組み。
官⺠が持つ様々なデータを集積・活⽤し、地域の課題解決を図っていくもの。

議事

＜議題２＞



焼津市スマートシティ推進事業について
5

（２）令和４年に取り組む分野は︖

� 焼津市スマートシティ推進事業は、第6
次総合計画に基づき、6つの政策体系
において、デジタルによる豊かで快適な
新しい暮らしの実現（Well-being向
上）を目指す。

� 令和４年度に優先的に取り組むものと
して、地域活性化や税収等を下支えす
る、本市の基幹産業「水産加工業」を
中心とした「産業・観光」と、DX推進計
画策定において実施した住⺠アンケート
で、市⺠の情報ニーズが高かった「防
災」とする。
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の拡充

令和４年度は「産業・観光分野」と、
「防災分野」のデータ利活⽤に取り組む。

１．事業の全体像

議事

＜議題２＞



焼津市スマートシティ推進事業について

２．今年度事業の内容
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（１） 今年度事業（委託事業）の全体像

データ連携基盤の構築

• デジタル庁推奨の仕様でシステム構築。
• 利⽤するデータも国のルールに基づき整理。
• 分野・地域間のデータ連携が可能に。

「つながる」「ながれる」「つづけられ
る」仕組みづくり

１

地域活性化サービス

• 集積した地域活性に関するデータを活⽤
し、地域事業者や市⺠に観光・産業活性
化に向けた情報を提供。

「さかなのまち焼津」ICTを活⽤した
地域活性化

２

防災情報発信サービス

• 集積した防災データを活⽤し、市⺠や職
員が「速やかに」「わかりやすく」情報を得る
ことができるように防災情報を発信。

「逃げ遅れゼロ」わかりやすい災害情
報発信

３

匿名加⼯処理の実施
• ふるさと納税利⽤者の個⼈情報を適切に扱うため、匿名加工処理を⾏う仕組みを実装。
• 匿名加工情報の活⽤に向けた課題整理を⾏う。

「安心してデータを利⽤できる仕組みづくり」４

議事

＜議題２＞



焼津市スマートシティ推進事業について

２．今年度事業の内容
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（２） 地域活性化サービス〜「さかなのまち焼津」ICTを活⽤した地域活性化〜

• 分析ツール・ダッシュボード︓市のふるさと納税お礼品発注データ等を収集し、匿名加工化等を⾏った上で、分析ツールで可視化。
• 地図ダッシュボード︓⼩売販売店、加工業者、⽣産者、観光スポット等の情報を整理、連携。地図上で表⽰。
• ふるさと納税のお礼品データの整理︓様々な分析が⾏えるようにするため、データを整理し「タグ情報」を付与。
• データカタログサイト︓収集した統計データを機械判読可能な状態で公開。

焼津市職員

⇒焼津市への関心を観光客誘引や販売増加につなげる

ふるさと納税の詳細な分析のた
めに、タグ情報を付与。タグの
内容は委託業者のデータサイエ
ンティストが、適切なタグを検
討・設定

議事

＜議題２＞



焼津市スマートシティ推進事業について

２．今年度事業の内容
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（３） 防災情報発信サービス〜「逃げ遅れゼロ」わかりやすい災害情報発信〜

• 地図ダッシュボード︓ハザードマップ等の防災に関する情報を公開。災害時は、避難所の定員数や現在の避難⼈数を速やかに表⽰。
• データカタログサイト︓収集した防災に関するデータを機械判読可能な状態で公開。
• 分析ツール︓蓄積した災害データを基に、分析ダッシュボードで視覚化。将来的に、より効果的な防災施策の企画⽴案を目指す。

議事

＜議題２＞



焼津市スマートシティ推進事業について

２．今年度事業の内容
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防災システムの導⼊により防災関連データに基づく災害対応が高度化され 「公助」が促進。
 防災システムと連携することで、蓄積した有益な防災データを⽤いて市⺠へ情報配信するこ
と が可能となり、市⺠⾃⾝の災害判断「⾃助」を促進する。 

• データ連携基盤と防災システムの連携︓防災システムで収集したデータをデータ連携基盤で蓄積。官⺠で利⽤可能な情報として
公開。

• データ連携基盤と連携したメール配信サービス︓防災情報監視ソフトを開発。市防災メール登録者や市LINE登録者、データ連
携基盤に⾃動配信することが可能になり、より迅速な災害情報の発信が可能に。

議事

＜議題２＞



項目 ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ １⽉ ２⽉ ３⽉

事業化、予算化、契約

システム構築

防災情報サービス

地域活性化サービス

広報
アンケート（Well-Being)

スマートシティ推進検討会 9/28

●デジ⽥交付⾦応募

●デジ⽥交付⾦採択

●補正予算

●プロポーザル公告

●事業者決定

●契約

構築

アンケート計画 アンケート調査・収集 まとめ

広報計画 広報実施

運⽤要件定義
設計

試
験 連携試験

要件定義

設計

システムテスト
まとめ

要件定義

設計・運⽤検討

サービス構築・データ分析

システムテスト
研修・まとめ

構築 メール
運⽤検討

焼津市スマートシティ推進事業について

４．事業の進捗状況と今後のスケジュール

10

第４四半期に第２回を開催予定

議事
議題２



事業実施体制について

• 地域内外の関係者と連携して事業を実効的、効果的に推進するための体制として「焼津市スマートシティ推進

検討会」を設⽴。

• 庁内の関係課や関係事業者を含んだ「ワーキンググループ」を設置し、事業を進捗させる。
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商工会議所
商工会
観光協会

（地域関係団体）

焼津市
（全体統括）

NTTビジネスソリューションズ
（スマートシティYAIZUプラットフォー
ム構築業務委託事業者）

防災システム構築事業者
（９⽉末決定）ほか

SBS情報システム（防災メ
ール保守事業者）

NTT⻄⽇本
xID

（協定締結事業者）

焼津市スマートシティ推進検討会

スマートシティ推進WG

z

事務局（デジタル戦略課）

サービス検討WG

地域活性化
サービス部会

※市経済部、NTTビジ
ネスソリューションズほか

防災情報発信
サービス部会

※市防災部、NTTビジ
ネスソリューションズ、防
災システム構築業者、
SBS情報システムほか

スマートシティの推進（組織運営・組織ルール・組織拡充検討）

セキュリティ検討（個⼈情報の取り扱い、セキュリティ管理）

評価（アンケート実施、well-being指標の活⽤検討）

広報（スマートシティ全体の広報、サービスの広報）

システム検討WG

プラットフォーム構築・運⽤
※デジタル戦略課、NTTビジネ
スソリューションズ

報告 承認・指⽰
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事業報告

（１） 「焼津市スマートシティ推進検討会」及び「ワーキンググループ」の設置

１．事業実施体制（案）

※市デジタル戦略課、NTTビジネスソリューションズほか

議事

＜議題３＞



講演 スマートシティを通じた Well-being 
実現に向けた取組み
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講師

浪江俊信 様

⻄⽇本電信電話株式会社 ビジネス営業本部 
エンタープライズビジネス営業部 地域プロデュース担当 
スマートシティ推進グループ担当課⻑



意⾒交換
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memo


